












































































1932年 9月から 1935年 9月にわたり，少年団日本連盟は年に 1度，満洲国で三島通陽（７）を所長
とする童子団指導者を養成するための中央実習所を開いた。年ごとに受講者数は増加し，32年 66名，
33年 102名，34年 86名，35年 106名となった。開催場所は新京，奉天，吉林，新京という順であっ
た（８）。4回ともに，受講者が鉄道沿線の大都市と地方の都市の特定の学校に限定されたという特徴
があった。






第一学月 第二学月 第三学月 第四学月 第五学月
三民主義（16） 三民主義（8） 建国方略（8） 本党重要宣言及決議
案（8）
童子軍原理（8）
中国国民党略史（8） 帝国対中国侵略史（8）中国革命史（8） 各国革命史（4） 青年運動史（4）
児童心理（16） 五権憲法（12） 高級課程（68） 党部及政府組織法（8）専科課程（84）
幼児童子軍概要（8） 児童心理（8） 海洋童子軍概要（20） 高級課程（44） 海上童子軍訓練（8）
初級課程（32） 女子童子軍概要（8） 童子軍訓練法（8） 年長（Rover）童子
軍訓練及研究（32）
隊長訓練実習（16）
童子軍組織法（24） 中級課程（60） 童子軍訓練実習（8） 童子軍訓練実習（8） 童子軍実際問題（6）
党義教育大綱（16） 常識（8） 隊長訓練法（16）










五日 六日 七日 八日 九日 十日




































































































奉天省は童子団の発展が最も盛んとされ，1934年 1月の時点で，全省 58県 2市のうち，21県で分
団を持ち，人数は 4636人に達した。この状況は直ちに日本側に機密文書の形で報告されたほどであっ




時間 34.1 34.12－ 35.4 35.12末 36.12 37年末 成立時期
興京県童子団 620人 260人 200人 262人 262人 1933.5.5
開原県童子団 760人 96人 72人 72人 40人 1933.7.12
出所） JACAR Ref. B04012428700，各国少年団及青年団関係雑件 第一巻 1．少年団 （6）満洲国童子団ノ件（外務
省外交史料館），1935.3.23『満洲日々新聞』朝刊二版「満洲童子団連盟　二十四日錦州で結成式」，『第三次
満洲帝国文教年鑑』p. 237，『第四次満洲帝国文教年鑑』p. 132，民生部 『民生年鑑』（1939年），p. 526より
筆者作成。
上記の表 3を検討してみると分かるように，興京県は 1933年 5月 5日に童子団を組織したばかり
にもかかわらず，34年 1月の段階で 620人の団員が組織されたとある。しかし，1934年から 1937年
までの動きを追っていくと，順次 620人，260人，200，262，262と短い時間内で変化していく。最
初の 1年以内で 620人から 260人への減り，その後 260人台に止まっていることを考えると，可能性
として謄写段階での写し間違えがある。














































省・市・県立小中校 28万 5397人 5.54％
全満小中学校（区・村立含む） 154万 3610人 1.01％
注：適齢者は童子団に加入可能の 11歳から 18歳までの子供を指す。
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